
＜教育長だより 106 号 朳差岳朝日に映えて 令和 8 年 10 月 1 日＞ 

歩いて発見 米沢街道の物語 
                    教育長 津野庄一郎 

9 月 29 日、村上地域振興局と米沢街道地域づく

り検討会の皆さんと一緒に、米沢街道を巡りました。 

宇津
う つ

峠入口から旧宇津トンネル、片
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、横川ダ

ム、市野々
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集落の大イチョウ、黒沢峠散策、米坂線

雪崩事故殉難
じゅんなん
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・荒川第四鉄橋、大里峠入口、鷹

の巣峠出口（下川口）へ。 

一つ一つの場所に立ち、歩いてみると、普段、車

窓から見る景色とは違う、米沢街道の姿が見えてき

ました。険
けわ

しい峡谷
きょうこく

の道、ブナ林に囲まれた石畳、

ダム底に沈んだ橋、高台に移植された大イチョウ…。

そして、そこに刻まれた人々の記憶。道そのものが

歴史資料であり、地域の暮らしや人々の営みを伝え

る文化財なのだと改めて感じました。また、案内標

識の工夫などから山形県や小国町の人々のふるさ

とを大切にする思いを知ることができました。 

関川村は、米沢街道十三峠のうち、鷹の巣峠、榎
えのき

峠、大里峠の三峠があり、米沢へとつながります。

かつて、多くの人や物、情報がこの道を通じて行き

来した歴史の道です。これらを点としてではなく、

一本の線として保存できれば、新たな活用や交流

も期待できそうです。 

今回、村上地域振興局や米沢街道地域づくり検討

会の皆さんと一緒に歩

けたことも、地域と行政が一緒になって、この宝を

次の世代につなぐ大切な一歩になりました。ありが

とうございました。 

 ＜【写真】左上から順に宇津峠入口で解説する米野会長、旧宇津  

トンネル、片洞門、横川ダムに出現した道、米坂線雪崩事故殉  

難碑と鉄橋、右下：黒沢峠の敷石での集合写真＞ 


